
令和８年度 小松市予算のあらまし



市の予算は，使う目的によって一般会計，特別会計，企業会計に区分しています

地方公共団体は，新しい年度が始まる前に，１年間（４月１日～翌年３月31日）

の税金や補助金などの収入と行政サービスに使われる支出の金額を見積ります。

この見積のことを「予算」といいます。

……税金などを使って，福祉，教育，道路や公園の整備，ごみ処理

など市の基本的な仕事に関する会計

……国民健康保険や介護保険など特定の事業をするために，

一般会計とは別に保険料など特定の収入を集めて運営する会計

……上下水道や病院で，民間企業のように料金収入などの事業収益

により運営する会計

一般会計

特別会計

企業会計
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当初予算を変更する必要がある時は，市長が予算の変更案をつくり，

当初予算と同じく市議会の審議・議決を経て決まります。

この時の予算を「補正予算」と言います。

市長が予算案をつくり，市議会の審議・議決を経て決まります。

１年間の予算で一番最初に決まる予算を「当初予算」と言います。

年度が終わり，１年間に入ってきたお金と使ったお金の結果を「決算」とい

います。年度が終わった後，会計管理者（お金の出し入れを管理する職員）が

決算書を作り，市長が市議会の認定を受けます。
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一般会計 576億8,000万円 （前年度比 5.3%増）

特別会計 302億900万円 （前年度比 3.7%増）

企業会計 278億470万円 （前年度比 3.4%減）

全会計 1,156億9,370万円 （前年度比 2.7%増）

令和８年度 令和７年度 増減額 増減率

一 般 会 計 57,680,000 54,760,300 2,919,700 5.3％

特

別

会

計

国民健康保険事業 8,851,900 8,907,900 △56,000 △0.6％

介護保険事業 10,771,900 10,646,000 125,900 1.2％

公債管理 7,544,100 6,352,200 1,191,900 18.8％

産業団地事業 613,900 1,186,800 △572,900 △48.3％

後期高齢者医療 2,427,200 2,033,200 394,000 19.4％

計 30,209,000 29,126,100 1,082,900 3.7％

企

業

会

計

水道事業 4,104,000 3,843,900 260,100 6.8％

下水道事業 11,145,700 11,873,600 △727,900 △6.1％

病院事業 12,555,000 13,056,000 △501,000 △3.8％

計 27,804,700 28,773,500 △968,800 △3.4％

合 計 115,693,700 112,659,900 3,033,800 2.7％

単位：千円 △はマイナスを表しています
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市税 個人や企業などから市に収められる税金

国・県支出金
特定の目的（道路をつくるなど）のために国や県から交付される補
助金

地方交付税 全国で一定のサービスを提供するために国や県から交付されるお金

譲与税・交付金
国税として徴収した収入の一部が、一定の基準により地方自治体に
譲与されるもの

市債 銀行などから借り入れる市の借金

負担金や使用料 保育料や施設の使用料など

繰入金 年度間調整のため，貯金から取崩す額

その他
ふるさと納税などの寄附金、施設使用料、住民票手数料、
諸収入（資源ごみ売却収入などの他に分類されない収入） など
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市税

賃上げによる所得の増加に

伴う個人市民税の増額や、

住宅の新増築、企業投資に

よる固定資産税の伸びを見

込み、前年度当初予算比

3.1％増の181億5,800万円

PickUp

款 令和８年度 令和７年度 増減額 増減率

市税 18,158,000 17,620,000 538,000 3.1 

地方譲与税 385,100 392,000 △6,900 △1.8 

各種交付金 4,491,000 4,065,000 426,000 10.5 

地方交付税 8,590,000 8,650,000 △60,000 △0.7 

分担金及び負担金 117,737 105,351 12,386 11.8 

使用料及び手数料 689,968 686,127 3,841 0.6 

国庫支出金 10,696,555 11,379,082 △682,527 △6.0 

県支出金 4,999,995 4,767,372 232,623 4.9 

繰入金 1,436,614 1,414,922 21,692 1.5 

市債 5,941,400 4,133,800 1,807,600 43.7 

その他 2,173,631 1,546,646 626,985 40.5 

合計 57,680,000 54,760,300 2,919,700 5.3 
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市税

181.6億円

31.5%

国庫支出金

107.0億円

18.5%

地方交付税

85.9億円

14.9%

市債

59.4億円

10.3%

地方譲与税・交付金

48.8億円

8.5%

県支出金

50.0億円

8.7%

その他

44.1億円

7.6%

合 計

576.8億円



7

固定資産税 土地や建物などを所有している人が納めます 75億2,700万円

個人市民税 所得に応じて納めます 68億7,100万円

法人市民税 会社の利益に応じて納めます 16億2,600万円

軽自動車税 軽自動車を持っている人が納めます 3億5,600万円

市たばこ税 タバコを買った人が納めます 7億1,800万円

その他 入湯税や都市計画税 10億6,000万円

自動車重量譲与税 2億6,400万円

航空機燃料譲与税 1,110万円

地方揮発油譲与税 6,600万円

森林環境譲与税 4,400万円



利子割交付金 3,100万円

配当割交付金 1億1,800万円

株式等譲渡
所得割交付金

1億8,000万円

法人事業税交付金 3億6,800万円

地方消費税交付金 32億3,200万円

ゴルフ場利用税
交付金

5,700万円

環境性能割交付金 100万円

地方特例交付金 1億7,000万円

交通安全対策特別交
付金

900万円

国有提供施設等
所在市助成交付金

3億2,500万円
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分担金及び負担金 1億1,774万円

使用料及び手数料
施設使用料や
住民票手数料など

6億8,997万円

財産収入
土地等の売却収入や
基金利子など

1億8,048万円

繰入金
基金からの繰り入れ

14億3,661万円

繰越金
前年度からの繰越し

1千円

寄附金
ふるさと納税など

7億623万円

諸収入 12億8,692万円

普通交付税 77億9,000万円

特別交付税 8億円
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毎年，必ず支出しなければならない経費

人件費 職員の給料や各種委員の報酬など

扶助費 子どもや障がい者，高齢者等の福祉や医療にかかる経費

公債費 借金の返済に係る経費

物件費 光熱水費や消耗品費，通信費など

補助費等 特定の事業や研究を行う公益団体への補助金など

維持補修費 施設の維持管理に係る経費など

一部事務組合
負担金

複数の自治体が共同で事務を行う組合に対する小松市分の負担金

上下水道・病院への交付金 事業の公益性から，費用の一部を国の基準に基づき負担する経費

施設の維持管理費や，行政サービスを行うための事務経費
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道路や公園，防災・減災対策など，建設事業にかかる経費

積立金 基金（市の貯金）への積立

投資及び出資金
債権などの取得や、公益上の必要性から共同して事業を行う場合の
支出など

貸付金 政策上の目的のため、個人や団体に対して行う資金の貸付

繰出金
特別会計に対し負担する経費
国民健康保険，介護保険，後期高齢者医療等の社会保障に係る特別会計への
負担経費

予備費 災害など緊急的に支出が必要となったときのために準備している予算

普通建設事業（補助） 国からの負担金又は補助金を受けて実施する事業

普通建設事業（単独） 国の補助等を受けずに実施する事業

災害復旧事業 災害によって被災した施設を復旧するため実施する事業
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義務的経費

給与改定や段階的な定年延長に

伴う退職手当による人件費の増、

私立こども園運営費や公債費の

増などにより全体が増加し、

5.7％増の269億7,100万円

PickUp

項 目 令和８年度 構成比 令和７年度 構成比 増減額 増減率

義 務 的 経 費 26,971,714 46.7 25,509,675 46.6 1,462,039 5.7 

人 件 費 6,795,250 11.8 6,507,275 11.9 287,975 4.4 

うち退職手当 174,200 0.3 21,100 0.0 153,100 725.6 

扶 助 費 14,153,064 24.5 13,561,000 24.8 592,064 4.4 

公 債 費 6,023,400 10.4 5,441,400 9.9 582,000 10.7 

一 般 行 政 費 17,440,758 30.4 17,045,303 31.0 395,455 2.3 

物 件 費 9,015,635 15.8 9,325,744 17.0 △310,109 △3.3 

補 助 費 等 6,737,426 11.7 6,865,777 12.5 △128,351 △1.9 

うち法適用公営
企業

2,843,767 4.9 2,683,177 4.9 160,590 6.0 

積 立 金 589,650 1.0 607,696 1.1 △18,046 △3.0 

投資及び出資金 16,537 0.0 16,886 0.0 △349 △2.1 

貸 付 金 1,081,510 1.9 229,200 0.4 852,310 371.9 

維 持 補 修 費 423,741 0.7 372,266 0.7 51,475 13.8 

投 資 的 経 費 8,468,837 14.7 7,524,842 13.8 943,995 12.5 

普通建設事業費 8,408,837 14.6 7,058,092 12.9 1,350,745 19.1 

補助事業 4,670,947 8.1 3,685,948 6.7 984,999 26.7 

単独事業 3,737,890 6.5 3,372,144 6.2 365,746 10.8 

災害復旧事業費 60,000 0.1 466,750 0.9 △406,750 △87.1 

そ の 他 4,374,950 7.5 4,308,214 7.9 66,736 1.5 

繰 出 金 4,123,697 7.1 4,077,138 7.4 46,559 1.1 

事務組合負担金 241,253 0.4 221,076 0.4 20,177 9.1 

予 備 費 10,000 0.0 10,000 0.0 0 0.0 

合 計 57,680,000 100.0 54,760,300 100.0 2,919,700 5.3 



義務的経費

269.8億円

46.8%

一般行政経費

164.1億円

28.4%

投資的経費

84.7億円

14.7%

その他の経費

58.2億円

10.1%

人件費

68.0億円

11.8%

扶助費

141.6億円

24.6%

公債費

60.2億円

10.4%

物件費

90.2億円

15.7%

補助費等

38.9億円

6.8%

維持補修費

4.2億円

0.7%

一部事務組合負担金

2.4億円

0.4%

上下水道

病院交付金

28.4億円

4.9%

普通建設事業

災害復旧事業

84.7億円

14.7%

積立金

5.9億円

1.0%

貸付金等

11.0億円

1.9% 繰出金

41.2億円

7.1%

予備費

0.1億円

0.0%

合計

576.8億円
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松陽中学校や未来型図書館等複合施設の整備などの大型事業の着手や、企業立地へ

の助成により、一般会計では前年度比12.5%増の84億6,800万円となっています。国

の補正予算を活用し、令和７年度３月補正予算に前倒しで計上した團十郎芸術劇場う

ららの大規模改修も含め、必要な整備を進めてまいります。
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PickUp

道路・公園など

27.9億円

学校・社会教育施設

20.6億円

農林業・里山振興

7.5億円 保育所・衛生施設など

4.7億円

消防施設

3.4億円

その他

19.9億円



少子高齢化の進展により、社会保障費は年々増加傾向にあります。令和元年

10月に実施された幼児教育・保育無償化のほか、児童手当の伸びや障がい者福

祉費や介護保険・後期高齢者医療への繰出金の増加などにより、 10年前と比べ

56億円程増加しています。

14
令和6年度までは決算額，7年度は決算見込額，8年度は当初予算額

PickUp

物価高騰対応子育て応援手当
給付金などの影響

126.7億円

159.5億円

165.1億円

173.6億円

186.5億円

182.6億円

0.0億円 50.0億円 100.0億円 150.0億円 200.0億円

平成28年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度
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道路や学校などの公共施設の整備には一度に多額の経費がかかります。

整備する年の予算を使った場合，施設は長く使われるのに整備に必要な経

費は，その時の市民だけが負担することになってしまいます。長期に借入

れる借金には，将来施設を利用する市民の税金で支払うことにより，世代

間の負担を公平にするという役割があります。

学校・教育施設

14.0億円

道路・公園など

4.4億円

農林業・農山村振興

3.6億円
子ども施設

3.4億円

消防

3.3億円

その他

30.7億円
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小松市の借金(市債)の残高は，大型事業の償還完了や繰上償還の実施により減少してきまし

た。令和８年度末の市債残高見込は，全会計で約1,060億円となっています。

今後も，事業の選択と集中による市債発行額の管理，財政状況に応じた繰上償還等の実施に

より，財政健全化を図り，将来負担の軽減に努めていきます。

…

…
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令和6年度までは決算額，7年度は決算見込額，8年度は当初予算額
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令和８年度末の貯金残高見込みは全会計で93.6億円となっています。

一般会計では、財源の年度間調整や、将来を担うこどもの成長、教育を促進する事業、

障がい者・高齢者福祉の増進などに活用するため、貯金額は57.1億円となる見込みです。

今後も、借金の減少と合わせて突発的な財政需要に対応できるよう貯金の確保に努めて

いきます。

令和6年度までは決算額，7年度は決算見込額，8年度は当初予算額
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（億円）



18

小松市の市民一人当たりの市税負担額は，173,307円です。市税以外の収入を加えると，

市民一人当たり550,365円の事業を行えることになります。

① 人口（令和8年1月1日現在） 104,785人

② 市税予算額 181.6億円

③ 市民一人当たりの市税負担額（=②÷①） 173,307円

④ 歳出予算額 576.8億円

⑤ 市民一人当たりの歳出予算額（=④÷①） 550,460円



こども，障がい者，高齢者の福祉など 198,024円

道路，公園の整備など 62,986円

借金の返済 57,451円

学校教育の充実，文化･スポーツ振興など 88,658円

健康増進，ごみ処理など 32,638円

庁舎などの維持管理，戸籍･税金の事務など 50,103円

消防や防災対策など 17,560円

農林水産業，商工業産業や観光交流など 39,509円

その他 3,531円

合 計 550,460円
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令和８年度予算の詳細や主な施策の概要については、

予算のページにて掲載しています。あわせてご覧ください。

https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/1005/zaisei_yosan/2/18457.html
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